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岡部隕石
落下地点：埼玉県大里郡岡部村（現深谷市）
分類：球粒隕石　H5コンドライト　回収全重量194ｇ

1958年（昭和33年）11月26日午後3時過ぎ、畑
で農作業中の山﨑政雄さんと父・吉作さんの間に鋭い
音をたてて落下した。翌日70 ～ 80cmの深さに黒い
石を発見、1959年春に村山定男氏により隕石と鑑定
された。一部は大英自然史博物館などに分割提供され、
現在残りの119gが国立科学博物館で常設展示されて
いる。

空からの珍客

　当時私は20歳でし
た。昔は食糧事情も良
くなくて、ここは夏の間
は陸田※2だったんです。稲刈りが終わってから
春までは裏作のナタネをね、油を絞って使うん
ですが、ちょうどその苗を植えている時でした。
　ピッ！というかビシッというか、音ともいえない
ような激しい音がして、私と3〜4m離れたとこ
ろにいた親父との間の地面に、これくらいの

（直径5〜6ｃｍ）穴が開いたんです。
　親父は「何だ！」って叫びました。飛行機
の部品でも落ちたんじゃないか、爆弾だったら
大変だって。その頃はまだ米軍機なんかよく
飛んでたからね。目印にこう、篠竹を深く挿し
ておいて、次の日に親父が掘ったんです。
　ほとんど垂直に、スコップの背丈分くらいは

　古天文といっても今回は59年前、1958年
（昭和33年）のお話です。映画『ALWAYS
三丁目の夕日』の舞台にもなったこの年は、
郷愁を誘いつつも日本が高度経済成長の活
気に沸いた、エポックメイキングな時代として
記憶されています。
　じつはこの年、天文界にも画期的なできご
とがありました。それは戦後初の隕石落下。当
時、隕石の入手はひじょうに困難で、落下地
点の岡部村（現在の埼玉県深谷市）にちなん
で岡部隕石と名づけられたこの石は、日本に
とって久々の貴重な研究材料となりました※1。
　そして、天文ファンなら一度は思い描いた
ことがある、「もし隕石が目の前に落ちてきた
ら……」という奇跡的な体験をしたのが、岡
部隕石の発見者・山﨑政雄さん（79）です。
　のどかな田園風景が広がる深谷市に山﨑
さんを訪ね、話を伺ってきました。
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山﨑さんとレポーターの足下にあるのが、落下地点を
示す塩ビ管。この場所はかつては岡部村だったが、現在
は町村合併で深谷市今泉という地名になった。
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▲天文普及に多大な貢献をした村山定男氏（1924 ～
2013）。在りし日は隕石調査のため全国を駆け巡り、「隕
石は千に三つ、万に八つしか本物は無い」と言っていた。
写真は1978年、大英自然史博物館で小城隕石（51ペー
ジ参照）を調査する村山氏。（写真提供／藤井旭）

▶岡部隕石発見の一報
（１９５９年３月４日読売新聞）

▲村山氏の調査ノートより、隕石落下時の2人の位
置（間に立つ細い枝が落下地点）。父・吉作さん（左）
はその日なぜか政雄さん（右）から畝をひとつとば
して作業をしていたところ、2人の間の畝に隕石
が落ちた。「危ういところで命拾いした」としきりに
言っていたという。（写真提供／国立科学博物館）

▶矢印が落下地点。現在は
2、3メートルの高さに盛り
土されている。

▲村山氏のノー
トより。右 写 真
と同じ方向から
撮影されたもの。

（写真提供／国
立科学博物館）

1958年はこんな年

国際地球観測年にあたり
オーロラ研究などが飛躍的に発展。

NASAが発足し、米ソの宇宙開発競争
が本格的に幕を開けた。日本では東京タ
ワーが完成、チキンラーメンや特急こだ
ま、長島茂雄がデビュー。岡部隕石の落下
は天皇陛下と美智子さまの婚約発表前日。

「子供の頃はフラフープと月光仮面に
夢中だった」というあなた、放課後の

青空に輝く流れ星を見た記憶
はないだろうか？

堀りましたよ。この辺は50cmも掘ると関東ロー
ムの、粘土の赤土にあたるんだけど、そこまで
届いてたからね。こんな石が出てきたよって、
洗ってみたら焦げたような色で。形もこの辺で
見かける普通の石とはちょっと違う、ひょっとす
ると隕石かも？と思いました。だってその時、
飛行機飛んでなかったし 。
　ドーンという音や雲は気づかなかったです
ね。よく晴れた日でしたが、空は見なかったん
です。秩父の山のほうでよく発破のダイナマイ
トが鳴ってたから、音がしたとしても気にならな
かったのかもしれないですね。

村山定男先生との出会い

　翌34年（1959年）の3月、用事のついでに上
野の国立科学博物館へ持っていったんです。
もともと星には興味がありました。昔はこの辺
は凄い星で、秋から冬にかけては特に綺麗で
ね。赤城の山に登ると、下は前橋のほうまで
夜景がずっと、上は星に手が届きそうに見え
て……。そんなわけで、恐竜展や化石なんか
も好きで、隕石の展示も見てたせいか、まず科
学博物館へと思いましたね。
　受付で「隕石じゃないかと思うんだけど、天
文学の専門の先生いますか」って。玄関払い
されちゃうかなと思ってたら、2、3分もしないう
ちに村山定男先生（当時34歳）がすっ飛んで
来たの。箱から出したのを一目見るなり顔色
が変わってね、間違いない！って。いやあ、あ
の表情は今でもはっきり覚えてますよ。日時や
場所を詳しく話したら、ちょうど大きな流れ星が
あって気にしてたんだって。日本に隕石が落
ちたのは20年ぶりだったそうです※3。
　それでそのまま、村山先生に預けることにな
りました。だって村山先生、隕石離してくれな
いんだもの！（笑）大事な宝物みたいに抱え込
んで、誰にも渡すもんかって感じでしたね。
　何回かうちのほうにも現地調査に来られま
した。桑畑の細い道を黒塗りのハイヤーで来
るもんだから、何事かって隣近所も集まってき
たよね。先生を自転車の後ろに乗せて、駅ま
で送ったこともありますよ。

※1：日本が隕石を豊富に得られるようになったのは昭和40
年代、南極やまと山脈での大量採集以降
※2：畑地を利用した水田
※3：1938年（昭和13年）笠松隕石（岐阜県）
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隕石発見の反響

　博物館に行った翌日ニュースになって、ＮＨ
Ｋの「私の秘密※4」もに出ました。高橋圭三
が司会で村山先生が解説、ゲストの津川雅
彦はまだ若手俳優でね。放送の時は近所中
みんな、テレビのある商店に集まって観たそう

あないけど、あんまりべらぼうな金額なんで恐
ろしくなったのかね、親父は「売って金になっ
たとしてもそれきりだから、国に役立ててもらっ
て、その代わりに岡部の地名が残るほうが良
い」って。それで博物館に寄付したんです。
　契約書交わすわけでなし、村山先生に名
刺を頂いただけでね。裏に「隕石一個、正に
拝借しました」って直筆で書いてある……あ
れどこにやったかなあ。「科学博物館にも一
生の間、どうぞ無料で来てください」って言わ
れたけど、まあ入場料払ってますよ。証明する
ものも無いからね。子どもや孫？それがあんま
り興味無いみたい（笑）。

国立科学博物館から贈られたレプリカは、大きさも重さ
も本物と同じ。「あちこち人に見せたり貸したりして、長
い間手元に無かったんです。塗装が剥げて白くなってる
のは、ある議員さんが、材質は何だってガリガリ引っ掻
いちゃったの」

　岡部隕石落下時の火球は、当時数件の目撃情報があったという。その
うち高度・方位まで報告したのは2人。ひとりはベテランのアマチュア
天文家として知られた箕輪敏行氏（故人）で、神奈川県川崎市の自宅か
ら目撃。曰く「鋭い白黄色の流星は青空に煮えたつ油玉のはねるように」
分裂し、約4分後に「ドーン」という音が聞こえたという。
　いまひとり、詳細な観測報告を寄せた長野県諏訪市の藤森賢一さん

（82）を訪れ、改めて話を伺った。
　「あの日私は川沿いの畑にいました。一年の収穫も終わって、来年に

備えて土をならしておくといった作業を
していたんですが、目の端に何か光っ
たんです。ひょっと見上げると、ちょうど
飛行機雲のようなものが飛んでいまし
た。西日を受けて、キラキラ光っていま
したね。それがパチッと、音は聞こえな
いけど、閃光を発して2つか3つに割
れたんです。ひとつは垂直に落ちてい
きました。雲はしばらくの間残っていま
した。
　我ながら偉いと思うんですが、『これ
は記録に残さないと！』と思って、すぐ
に天文同好会の先輩のところへ測量道
具を借りに走ったんです。方位と高度を

目撃者は語る

岡部隕石・青空に輝く大火球

です※5。仲間にも「流れ星のマサ」とか「星く
ずのヤマ」なんてあだ名つけられてね。
　私設の資料館だの愛好家から、隕石を譲
ってほしいという問い合わせも2、3ありました。
100万だか200万ってすごい金額出すって人
もいてね※6。
　うちも裕福じゃなし、金が欲しくないわけじゃ

「岡部隕石のことは昨日のように覚え
ています」と語る藤森さん。農業を営む
傍ら、自宅屋上のドームで64年間にわ
たり太陽活動の観測を続け、記録をベ
ルギー王立天文台に報告している。

落下経路

諏訪市在住・藤森賢一さん

※4：一般人がゲスト出演する人気クイズ番組
※5：白黒テレビ普及率は都市部で25%前後
※6：大卒初任給はおよそ1万3500円

59年前と同じ場所で。川や土手は舗装されたが、電柱や木の位置は当時と変わらないという。

測って、図を手紙にまとめて村山先生に送りました。後で科学博物館に
先生を訪ねた時、岡部隕石の実物も見せてもらいましたよ。手に持つと
ズシンと、普通の石とは違うような感じがして、なんとも神秘的な気持
ちがしたものです」
　藤森さんに、実際に火球を目撃した場所へ案内してもらった。
　「あの稜線の上のほうを、左から右に流れました」
　そこで気づいたのが、現在岡部隕石の経路とされている方向（右ペー
ジ図1参照）とは向きが逆だということ。“右から左”ではなかったです
か？と尋ねると、「そんなはずはない」との答え。
　「推定経路が私の報告と逆になっているのは、今初めて知りました。当
時、天文研究会の会報はとっていたけど、読まなかったので……」

経路についての考察は次ページ →
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この場所を残したい

　畑の一部は今、老人ホームの敷地になりま
した。造成の際に盛り土をして、隕石が落ちた
ところも数メートル地下になったんですが、工
事の人に頼んで、目印に塩ビ管を埋めてもら
いました。この場所は売らないつもりなんです。
　以前、個人で記念碑を建てようって考えた
こともあったんです。知人の石屋さんがデザイ
ンも考えてくれてね。でもその人が、「何かお
上のお墨付きが欲しい」と、博物館に寄贈し
た経緯なんかを書いてもらって刻みたいと、こ
う言うわけです。村山先生のご存命中にお願
いできれば良かったんですが……。そんなこ
とを考えているうちにその石屋さんも亡くなっち
ゃって。地元の郷土文化会でも話題に出たこ
とがあったけど、資金が無いって実現しなかっ
たんです。
　（“お墨付き”に関しては、村山先生の薫陶
を受けた先生方が協力してくれるのでは、と言
うと）
　そうですか、もし機会があればよろしくお伝
えください。「こっちはまだなんとか生きてます」
ってね（笑）。隕石公園作ってもいいですよ！
このレプリカも、私がいなくなればなんだかわか
らなくなっちゃう、興味のある方に役立ててもら
えればと願っています。

　岡部隕石の火球は、白昼の現象にも関わ
らず、箕輪さんと藤森さんという天文家が
観測していたことはじつに幸運だった。しか
し、昼間で背景に星が見えなかったことが影
響したのか、あるいは2人とも飛来直後で
はなく時間をおいて改めて位置を測ったせ
いか、2地点の経路の記録には矛盾があり、
そのままではこの火球の飛来した方向を定
めることができない。
　実際、小林弘忠さんによる当時の計算※

では、「実経路の算出は困難で推定の域を
出ない」と断りながらも、藤森さんの経路を

「N89°E ～ N79°E」と逆さまに読み取り
（図4）、「火球が南から北に飛来した」と結
論づけてしまっている（図1）。しかしこの解
釈は、今回のインタビュー（前ページコラム
参照）で誤りである可能性が高まった。
　藤森さんの報告では、火球は山の稜線に
沿って飛来したという。目撃地点（諏訪）か
らの稜線は、左から右（北から南）になだら
かに下っており、これと反対方向に飛来した
とは考えにくい。実は、火球の経路の目撃
情報は、方角や高度に誤差があっても、地
平線に対する向き（右落ちか左落ちか）は間
違いがないケースが多いのだ。
　そこで今回、お二人の報告した経路の傾
きを重視し、これに平行移動する位置に飛
来したと仮定して、改めて経路を推測してみ
た。その結果、北西から南東へ、（地平線に
対して）およそ30 ～ 45度の角度で飛来し
たとすると、ある程度報告に近い角度になる
と判明した（図1、2、3）。

☆　　☆　　☆
　隕石は、小惑星の破片だと考えられる。
では、11月下旬に地球軌道に近づく小惑星
で、このような経路をとるものがあるかどう
か探ってみた。すると、「2006 WJ130」と

「2015 XB128」という2つの小惑星が
リストアップされた。前者は、北西方向から
約57度の角度で、後者は北西方向から約
39度の角度で突入してくることになる。
　必ずしも岡部隕石と直接の関連があるわ
けではないが、このような小惑星が存在す
るということは、似たような軌道を描いて
太陽系を公転する、いわば岡部隕石の元と
なったような小物体が存在してもおかしくな
いと言えるだろう。

※ 小林弘忠 1959 「岡部隕石の実経路について」日本天文研究会報文

▲図2
諏訪からの経路
藤森氏報告・数十分後

（東方向、271°～ 281°）
報告値に対しておよそ30度ほ
ど北側（左側）に移動するが、
稜線に沿って北から南に飛来
するようになる。

▶図3
川崎からの経路
箕輪氏報告・数日後

（N70°Ｗ～Ｎ40°Ｗ）
10度から30度ほど高度が低く
なるが、地平線に対する角度
はほぼ同じとなる。

▲図1　岡部隕石の落下経路
新たな検証では、火球は長野県飯山市上空方向から飛来し、白
根山のやや北を通過、榛名山上空約50km付近から群馬県高
崎市に入り、県境付近の上空約30kmでその輝きを終え、岡部
に落下という結果となった。

◀図４  方位角の読み取り
方位角は、南を0度とする考えと、
北を0度とする考えがある。藤森
さんは南を0度とし時計回りの方
位角で「東方向、271°～281°」
と報告したと思われる（①）。しか
しこの値は、箕輪さんの報告から
小林さんが推測した「南から北へ
飛来」の経路（図1参照）と矛盾し
てしまう。あくまで推測に過ぎない
が、藤森さんの報告を「北を0度と
した反時計回りの数値（②）」と
読み替えることで、辻褄を合わせよ
うとしたのかもしれない。

※経路はともに北西35 か゚ら
突入した場合

山﨑さんと奥さんの美弥子さん。隕石のことはお姑さ
んが話してくれたのでよく知っているという。
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● 隕石の鑑定依頼は多いですか？
私のもとにはひと月に数件の鑑定依頼が来ます。受付の段階でお返しする
ものもあるので、全体ではもっと多いと思います。よくあるのが「夜、大き
な流れ星が飛ぶのを見て、翌日その方角で石を拾った」という話で、残念
ながら本物はほとんどありません。古い土蔵から出てきた、などというほう
が可能性は高いかもしれませんね。

● 拾った隕石は誰のもの？
隕石は「動産」なので、日本では基本的に拾った人のものです。しかし、地
中に埋まっていた場合などは判断が難しくなると思います。

● 隕石の名前はどうやってつけるの？
国際的には「落下・採集場所が明確にわかる地名」という決まりがあります
が、それ以上は国ごとの方針で命名しています。

● 隕石が目の前に落ちてきたら、どうすればいい？
布などで包んで密閉容器で乾燥を保ち、当館や国立極地研究所、専門の
科がある大学などにご連絡ください。1996年（平成8年）のつくば隕石
雨では、落下数時間後に分析できた破片から、半減期が2時間という非常
に短い放射線を検出することができ、貴重なデータとなりました。

● 隕石の放射能は危ない？
隕石の放射線は微弱なので危険はありません。ある種の放射線が検出さ
れることが、宇宙から来た隕石であることの証明になるのです。

● 隕石は高く売れますか？
普通の隕石は現在安価に流通していますが、落下にまつわるストーリーや
希少性が評価されれば、高額で取り引きされることはあるでしょう。ただ
し、国際隕石学会に報告して分類リストに登録されなければ、論文などで
扱える隕石とは認められません。

● 国立科学博物館にあずけるメリットは？　　　　　　　  
国際的なリストに名前が残ることと、国の博物館に展示
されるということでしょうか。寄贈・委託していただけ
れば、劣化や紛失のリスクを減らすこともできます。

● 隕石研究の現在は？
アポロ計画以降、地球外物質の研究が盛んになり、現在では隕石の母天
体である小惑星を直接調べたりサンプルリターンする探査機が打ち上げら
れるようになりました。その結果、地上からの観測だけではわからなかった
ことや推測に過ぎなかったことが明らかになりつつあります。現在「はやぶ
さ2」が目指しているリュウグウは有機物が多いC型小惑星で、生命の起
源に関わるサンプルが得られるのではと期待しています。ただ、ロケットを
打ち上げる費用やかかる時間は膨大なものです。その点、採りに行かなく
ても相当な量が向こうからやってくるのが隕石で、ひとつの隕石でも調べ
る箇所によって構成物質や分析結果が違う、それらを検証することで、隕
石が形成されてから落下までに何が起きたのか、太陽系の成り立ちについ
て多くを知ることができます。

● 岡部隕石について
岡部隕石は典型的なＨ5コンドラ
イトで、地球と同じ約46億年前に
形成され、700万年ほど前に分裂
して現在に近い形になったと考えら
れています。成分分析の面からい
うと、落下後に水洗いしてしまった
のは惜しかったのですが……。山
﨑さんには「隕石に興味を持ってい
ただき感謝しています。これからも
隕石の応援団でいてください」とお
伝えしたいですね。

隕石のキホンＱ＆Ａ
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■日本の隕石
球粒隕石 19 羽島 36 美保関 石鉄隕石
1 直方 20 神大実 37 根上 50 在所
2 南野 21 富田 38 つくば
3 笹ケ瀬 22 田根 39 十和田
4 小城 23 櫛池 40 神戸
5 八王子 24 白岩 41 広島
6 米納津 25 神岡 鉄 隕 石
7 気仙 26 長井 42 福江
8 曽根 27 沼貝 43 田上
9 大富 28 笠松 44 白萩

10 竹内 29 岡部 45 岡野
11 福富 30 芝山 46 天童
12 薩摩 31 青森 47 坂内
13 仁保 32 富谷 48 駒込
14 東公園 33 狭山 49 玖珂
15 仙北 34 国分寺
16 神崎 35 田原
17 木島
18 美濃

●……記念碑などがあるもの

米田先生の専門は隕石中の微量元素分析
に基づく原始太陽系形成過程の研究。日本
の隕石に関する資料調査も行っている。

国立科学博物館では、岡部隕石のほか日本に落
下した多くの隕石を見ることができる（常設）。

　岡部隕石の落下地点は、事実を正確に伝
えたいという山﨑さんの気持ちによって59年
間保存されてきました（ずっと目印の棒を立て
続けていたそうです）。しかし、塩ビ管のまま
ではいずれわからなくなってしまうでしょう。
　戦後初の落下目撃隕石、人の至近距離
に落ちた珍しいこの隕石も、まもなく還暦を迎
えます。岡部隕石の名を、山㟢さんの厚意と
ともに末永く地域に伝えたいものです。

記念碑建立に向けて

　昨年夏、地名をたよりに岡部を訪れたのが
山﨑さんとの出会いでした。農作業中の男
性に「すみません、“むじな山”ってこのあたり
ですか？ 昔、岡部隕石というのが落ちたと思
うのですが……」と尋ねて「はい！私が発見
者です！」という言葉が返ってきたときの驚き、
何も無いと思っていた草むらで塩ビ管を見せ
てもらったときの感動は忘れられません（2016
年12月号「銀ノ星」でも紹介）。
　現在、日本の隕石落下地50か所のうち、
記念碑や説明板があるものは、調べた限りで
は19か所です。そして、こういったものはたい
てい公共の場所に建てられるため、正確な落
下地ではないことも多いのです。

国立科学博物館 
米田成一先生に聞く

岡部隕石の落下60周年に向け、「記念碑
建立」と「里帰り展示」を実現すべく計画中
です。興味のある方、ご協力いただける方は、
編集部までご連絡ください。周辺住民の方、
天文同好会の方、記念碑のデザインなども
もちろん大歓迎 ！
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高校生当時の鮮明な記憶

　連絡をくださったのは、群馬県伊勢崎（いせさ
き）市在住の神倉己由（かみくらみよし）さん。少
年時代からの天文ファンで「伊勢崎星の会」に
所属し、今も活動を続けている。まずはご自宅へ
伺い目撃の様子を尋ねると「昨日のことのように
はっきり覚えていますよ」と1958年当時を振り返
ってくれた。
　神倉さんは高校一年生で、晩秋の15〜16時
ごろ知人の家で畑作業を手伝っていた。畝を作
っていたので下を向いての作業だったが、体を
伸ばそうとふと目を上げたとき、低い空に白いも
のがゆっくりと右から左へ飛んでいったのだそう
だ。すぐに畑の南側に建つ家屋と木に隠れて見
えなくなってしまったが、不思議なものを見たと思
ったという。そのときはニュースにもならなかった
が、半年ほど後に新聞等で近くの岡部に隕石が
落下したことを知り、あのときの光だとピンときたと
いう話だった。
　さらに詳しい様子が聞きたくて、神倉さんと目
撃地点へと向かうことにした。火球が隠れてい
った家屋は今も残っており、木も当時のように植
わっていた（ただし、木の高さは当時とは違って
いることであろう）。神倉さんがこのあたりと指さ
す方角を調べると、およそ南南西である。畑の
中でどの位置にいたのかははっきりしないそうだ
が、目撃した位置は高い空ではなく、家屋からは
少し離れていたのだろうと想像できた。20〜30度
くらいの高さだろうか。火球の印象を改めて聞く
と、輝いているというイメージではなく、丸くて白い
ものが動いていたのだという。青空に見る半月く
らいの明るさのイメージだろうか。速度は、流星
よりもかなり遅かったそうだ。取材当日とは季節も
時刻も違うが、話を聞くにつれ、当時のことを語
る神倉さんの記憶力に感謝の気持ちでいっぱい

古天文よりみち紀行❼+1

目撃地点の後方から、火球の流れた位置を示す神倉さん。自宅
からさほど離れていない伊勢崎市内のその場所は、今は工場に
なっているが、1958年当時は一面の畑だったという。

水平に対して10度の角度で右から左へ移動し、木や家屋に
隠れたという。この考察では、角度がやや大きくなっている
が、なるべく目撃の様子に合うように仮定した。

1本の電話から

　4月のとある日、編集部から興奮気味のメール
が届いた。5月号の岡部隕石の記事を読んだ方
から電話が入ったのだという。しかもなんと「落
下の経路が特定されていなかったことに驚きまし
た。実は私も火球を目撃したんです」という驚き
の一言が……。3人目となる目撃者が現れたの
だ。これはぜひお話を伺わねば！と、6月某日、現
地に赴き取材をすることになった。

5月号で「岡部隕石を伝えたい─落下か
らもうすぐ60年」と題して、1958年（昭和
33年）に埼玉県岡部村（現深谷市）に落下
した隕石について、発見者である山﨑政雄
さんのお話とともに紹介した。その中で、59
年前に諏訪（長野県）と川崎（神奈川県）で
報告された2件の火球目撃情報をもとに、
落下経路の再考察を行った。ところが驚い
たことに、その後、新たな火球の目撃者が
現れた。現地を訪れて当時の話を伺い、落
下経路について再度考察を試みた。

岡部隕石に
新たな目撃報告！
落下経路を再々考察する
報告●佐藤幹哉（日本流星研究会）　　撮影●飯島 裕
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になった。
　しかし帰りの車の中でふと不安がよぎった。落
下地点と目撃地点があまりに近いのだ。

火球経路の再考察

　改めて調べてみると、隕石落下地点と神倉さ
んの目撃地点はわずか11.6kmしか離れていな
い。その場所から低い空に見えたというのだか
ら、単純に考えると高さ数kmまで火球が輝いて
いたことになる。一般的に隕石は秒速10〜
30kmほどで突入してくるが、地球の大気の抵
抗を受け最終的に秒速数km以下となるため、
低い地点では光らないのだ。前回（5月号）の考
察では、諏訪・川崎と離れた地点からだったこと、
昼間にも見える明るい部分だったことから、高さ
30kmくらいまで光っていたと仮定した。ちなみ
に2013年ロシアに落下したチェリャビンスク隕石
では上空13kmまで光っていたが、岡部隕石は
もっと小規模なので、今回は高さ20kmまで光っ
たと仮定することにした。それでも、11.6km先の
高さ20kmは地平高度で60度にもなってしまい、

神倉さんの目撃の印象とは全く違ってしまう。

上空の風で隕石が流される

　そこで考えたのは、風の影響である。光を放
ち終わって速度を落とした隕石は、最終的に自
由落下で地表に届く。このとき上空に強い風が
吹いていると、特に小さめの石質隕石では大きく
風に流されることがある。194gの岡部隕石は隕
石としては小さめで、状況によっては20km以上
風に流されてもおかしくはない。ただ前回の考察
では、情報が少ないことから風は考慮せず、ごく
自然に落下したと仮定していた。しかし今回は
新たに得た目撃情報を元に、風の影響も仮定す
ることにした。屋根や木の高さなどを再考して、
火球の地平高度は約30度、また実際の高さは
前述の通り20kmと仮定すると、南南西方向か
ら約25kmほど風に流されて落下した場合、状
況を再現できることとなった（前ページの図）。
　では、前回報告した他の地点の目撃情報とは
つじつまが合うのだろうか。飛来した方向や角
度についてももう一度見直しつつ、諏訪と川崎か

神倉さんのご自宅では地図を広げて当時の様子を聞かせ
てもらった。（左から）隕石の発見者である山﨑政雄さん、
神倉己由さん、筆者。

5月号では従来の「南西から飛来」
とする経路を再考察し、新しく北西
から南東へと飛ぶ経路を推定した
が、神倉さんの証言でそれはより強
く裏付けられたと考えて良いだろう。
ただし今回経路を再々考察した結
果、5月号の推定より南に移動した
経路が推定された。長野県の小諸
市付近から埼玉県秩父市付近の上
空へと飛来し、そこから岡部まで風
に流されて、落下したと考えられる。

川崎（右）では、前回同様に地平高度の差があるが、今回の考
察経路は報告の真下を飛来したことになった。諏訪（下）からの
経路は、稜線に対する角度が少し急になったが、方角は前回より
も報告された位置にかなり近づいた。

らの目撃情報を改めて再現することにした（左下
各図参照）。経路そのものがやや南にずれてい
るが、北西方向からの飛来は前回とほぼ変わら
ない。すると、特に諏訪では前回の考察よりも目
撃情報に近い場所に火球が出現することになっ
た。川崎でも、高度は前回と同じ程度に違いが
あるものの、報告経路の真下辺りに出現すること
になり、より近い状況を再現できたようである。

真実に近づいたか？ 夢はさらに……

　今回の考察では、仮定がひとつ増えたこともあ
り、これが決定的とは正直言い切れない。しかし
神倉さんの情報のおかげで、前回よりも一歩真
実に近づいたのではないかと思っている。さて、
仮定ついでにもう少し掘り下げてみると、諏訪や
川崎からは、火球が途中で分裂（爆発）する様
子が捉えられている。隕石落下が伴わない火球
でも、このような様子はごく普通に見られるが、今
回は（分裂後だと思われる状況で）上空20kmと
いう低い高度まで光っているなど、岡部隕石の
火球として見た場合よりもさらに規模が大きいよ
うな気がするのだ。すると、もうひとつふたつ落下
していてもいいのではないか……などとも思って
しまうのである。大きなものだったら火球経路の
末端近くに、岡部隕石よりも小さければさらに風
に流されてもっと北側に、それぞれ落下したかも
しれない。人知れず地中に眠っている破片が予
想以上にあるのかも……などと夢を語って、今回
の記事を終えることにしよう。

岡部隕石60周年の記念碑建立について、複数問い合わせを
いただきました。現在、自治体など関係各所と調整中です。
活動方針が決まりしだい、誌面にてお知らせする予定です。ご
協力のお申し出ありがとうございます。

編集部より

■ 火球の目撃地点と経路図



火球経路を再考察、日本天文学会で発表を行った佐
藤幹哉さん（右）と前田。（3月、千葉大学にて）

　「星ナビ」がきっかけで、岡部隕石の落下経路を
再検証できたことは60年目の大きな成果でした。
　これは、当時の観測者に取材した結果「南から
北」とされていた従来の推定経路が誤りである可
能性が判明したもので、その後新たな目撃証言も
得られました（2017年5月号・9月号参照）。
　新たな推定経路「北西から飛来」は佐藤幹哉氏
（日本流星研究会）により日本天文学会で発表され
ました。これにより、国立科学博物館のデータベー
ス及び常設展示端末の記載も修正される予定です。

60年ぶりの新事実
　今から60年前の昭和33年（1958年）11月
26日、畑作業中だった親子のすぐそばに落下し
た岡部隕石。本誌では、発見者である山﨑政雄
さん（80）が「国に役立ててもらって、岡部村の
名前が残るなら」と隕石を国立科学博物館に無
償提供したこと、その後60年にわたり落下地点
を保存してきたことなどを紹介してきました。
　現在、埼玉県深谷市の落下地点に記念碑を
建立するため、クラウドファンディングで資金を
募っています。リターン品は飯島 裕氏による星
景写真カレンダー、地元酒造と学生プロジェクト
による銘酒、隕石レプリカなど。いずれも他では
絶対手に入らない岡部隕石の限定グッズです。
　一番のオススメは、支援者のお名前を一緒に
刻んで後世に伝える「記念碑に名前が載る権」
（支援1万円以上）。ニックネームや団体名でも
受けつけているので、全国の天文同好会やサー
クル、企業の皆様からの暖かいご支援をお待ち
しています。
　目標金額を上回って100万円を達成した場合
は、落下地点に近い埼玉工業大学で11月25日
（日）に記念イベントを開催します。渡部潤一・
国立天文台副台長ほか隕石研究のエキスパー
トである先生方の講演、本物の岡部隕石の里帰
りや60年前を振り返る展示コーナーなど、世代
を問わず楽しんでもらえるイベントを計画中です。
　もちろん、隕石で「あわや」という世界的に珍
しい体験をした山﨑さんにも語ってもらいます！ 
実現できるよう、星ナビ読者の皆様のご協力をお
願いいたします。

岡部隕石、CF　　 支援者募集中！
レポート●前田知絵

隕石発見者の山﨑政雄さん
（右）と、奥様の美弥子さん。
足下には落下地を示す塩化ビ
ニル管が埋められています。

戦後初の落下目撃隕石、いよいよ60周年
あなたの名前を記念碑に刻もう！

岡部隕石の落下から60年！
記念碑建立とイベントで世代を超えた地域交流を！

9月30日まで

クラウド
ファンディング

■目標金額　65万円 ※100万円で記念イベント開催
【登壇予定】渡部潤一氏（国立天文台）
米田成一氏（国立科学博物館）
三河内 岳氏（東京大学総合研究博物館）
■問合せ　meteokabe@gmail.com（前田）
リターン品の詳細、活動報告はウェブサイトで→

FAAVO埼玉

記念碑の完成予想図。ステンレスエッチ
ングで支援者の名前も刻まれます。

落下地点
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　戦後初の落下目撃隕石である「岡部隕石」
を後世に伝えるため、本誌協力のもとCFで支
援を呼びかけた。多くの方からの支援が集ま
り、目標を大きく上回る215％を達成、11月25日
の朝、記念碑の除幕式が執り行われた。発見
者である山﨑政雄さんは、「隕石のことは自分
だけの思い出になってしまうのではと諦めかけ
ていたが、全国からのご支援で記念碑建立が
実現したことはたいへん嬉しい。深谷の新しい
名所になってくれれば」と話す。
　午後からは落下地点に近い埼玉工業大学
で記念講演会が開かれ、山﨑さんとCF起案
者の一人・飯島裕氏との対談のあと、米田成
一氏（国立科学博物館）、三河内岳氏（東京大
学）、佐藤幹哉氏（日本流星研究会）、渡部潤
一氏ら専門家が隕石や太陽系の起源、小惑
星探査などについて語った。先生方のユーモア
を交えた巧みな話術に、熱心にメモをとる人も
いて、年配の方からも「久しぶりに勉強して楽し
かった」という声が聞かれた。会場では、1975
年に撮影された岡部隕石の取材8mmフィルム
が上映されたほか、今回特別に、国立科学博
物館で常設展示されている本物の岡部隕石
が60年ぶりの里帰りを果たした。プラ容器に入
った隕石が会場内を回覧されると、嬉しそうに
スマホで撮影する人の姿が目立った。
　講演会には山﨑さんの姉・ノブさんも花束を
持って遠路お祝いに駆けつけた。「念願叶った
弟の姿を見られて幸せ」と喜んでいたという。
　別会場の物販コーナーや子ども向けプラネ
タリウムも満員御礼となり、大盛況のイベントとな
った。最後の抽選会で1等賞（岡部隕石のレプ
リカ）を当てた男性が「茨城県から来ました“オ
カベ”です」と挨拶すると、その偶然に会場は
拍手と歓声に包まれた。
　地域の人々に岡部隕石を知ってもらうため
に始めたCFだが、「地元にこんな話があった
なんて知らなかった」という人がやはり多かっ
た。また活動を通して、意外な人同士が知り合
いだったり、久しぶりの再会があったりと、人と
人とのつながりを実感する出来事がたくさんあ
った。プロジェクトの副題「世代を超えた地域
交流を！」が実現できたこともたいへん嬉しく
思っている。

岡部隕石、60年ぶりに里帰り
クラウドファンディング（CF）による落下地点への記念碑建立
100名を超える支援を得てついに実現！ レポート●前田知絵（岡部隕石60年の会）

▲CF支援者と講演の先生方、深谷市からは教育
委員会教育長を招き除幕式が執り行われた。
◀記念碑の題字は山﨑さん揮毫、裏面には支援
者の名前が刻まれている。塩ビ管があった実際の
落下地点（奥）には標石が据えられた。

▲米田先生（右）が持参した岡部隕石を60年ぶりに手にした
山﨑さん。　▶隕石は会場内を手渡しで回覧された。

■連載「三鷹の森」（p61）でも講演会の様子を紹介しています。

記念講演会とモバイルプラネタリウムは400人近い来場者で賑わった。
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